
 広島県が目指す 

 欲張りなライフスタイル  
                                                                  とは 
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暮らしを犠牲にする働き方をしていませんか？ 
 

暮らしの大変さで仕事をあきらめていませんか？ 

長距離通勤と 
残業で，帰宅後は 
いつもぐったり。 

趣味のお稽古にも， 
最近行ってないなぁ。 

早く帰って子供との 
時間を大事にしたい。 

キャリアアップは 
あきらめて， 

仕事をセーブした 
方がいいのかな…。 

離れて暮らしている 
高齢の親のことが心配。 

介護が必要になったら， 
仕事を辞めないと 
いけないかな…。 

子供も成長してきたし， 
働きたいけど就活は大変。 

夫も忙しいし， 
仕事はあきらめた方が 

いいのかな…。 



仕事も暮らしも，両方欲張っていい！ 
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暮らしの充実 ⇒ 仕事の生産性ＵＰ！⇒ 欲張れる好循環へ 

広島県は，どちらもあきらめない「欲張りなライフスタイル」を応援します！ 



広島県のポテンシャル 

• 都市と自然の近接ライフ 
充実した都市機能と豊かな自然が近接しており，
どこに住んでいても，両方を楽しめます。 

• イノベーションを生み出す土壌 
古くからのものづくり技術をベースに，デザイン性や
付加価値の高い製品が数多く生み出されています。 

• ファミリー・フレンドリー 
広島県の男性の平均育児時間は全国第４位※。 

仕事からの平均帰宅時刻は東京より１時間も早い。 
※６歳未満の子供のいる男性の平日の育児時間 
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仕事や暮らしに対する希望を 

「広島県でなら かなえられる」 と思える 
社会の実現に向けて，様々な取組を進めています。 
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広島県・広島銀行事業所内保育施設「イクちゃんち」 

働き方改革・ 
生産性の向上 

医療・福祉の充実 
広島がん高精度放射線 

治療センター 

住環境の向上 

子育てスマイルマンション 

育児・教育環境の充実 
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現状のまま推移すると， 
2060年には200万人を 

下回る見込み 

広島県の人口推移と今後の見込み 

◆ 広島県の人口減少の主な理由は，①出生数の減少，②進学・就職時の若者の転出 です。 

◆ 一方で，若い世代の県民に対するアンケートでは， 

     「今より多くの子供がほしい」「広島に住み続けたい」という回答が多く寄せられました。 

◆ こうした希望を実現できる環境づくりを通じて，減少する人口を押し上げたいと考えています。 

県
民
の
希
望
が
実
現
し
た
場
合
、

約
45
万
人
押
し
上
げ 



人口減少が進むと，経済や消費の活動が縮小し， 

 県民生活に大きな影響を与えます。 

 
 
 
 
 
 
 

人口増加が見込めない今， 
できることは？     
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お店は続けたいけど， 
お客さんが減って 
経営が苦しい… 

業績は好調なのに， 
後継者がいない。 

廃業するしかないか… 

近所の子供が減って， 
本屋さんも駄菓子屋さんも

なくなっちゃった。 



人口減少が進む中にあっても， 

    ❖ 効率的な働き方 

    ❖ 暮らしの中の消費活動の拡大 

が実現すれば，活気は生まれる！ 

 

 
こんな思いから生まれたのが， 

「欲張りなライフスタイル」  
なのです。 
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県内各地の「よくばりさん」たちに聞きました。 

あなたの「欲張りライフ」教えてください！ 
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出産後に社会とのつながりが希薄に
なり，寂しかったので，友人と一緒に
ママ向け雑誌を発行 

着物が好きで，休みの日には 
着物イベントを開催し 

和服の良さを伝えています。 

子育てを経験したことで， 
大学で心理学を学びたい。 

全ての玄関先が 
花でいっぱいになるように， 
まちづくりを頑張りたい。 

地元の名物料理 
を開発し， 

食でもっと盛り上げたい。 

ナマズの加工品開発で 
地域の特産品になるよう 

頑張っています。 

ドラマーの経験を生かし， 
子供達に音楽の楽しさ 
を伝えています。 

酪農の効率化 
に取り組み，できた時間で 
旅行を楽しんでいます。 

こんなこと，欲張っています！ もっと，欲張るには？ 

古民家を改修し， 
ＩＣＴ技術者が集まる 

シェアハウスを作りたい。 



次は会場のあなたです。 

お一人おひとりの仕事と暮らしに合った 

それぞれの「欲張りなライフスタイル」を 

見つけてください。 
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県民みんなで推進する 

広島発の「欲張りなライフスタイル」を 

全国に広げていきましょう。 

 


